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＜連絡事項＞

· 1/17　寺沢　彩　様（西病棟）15：00退院予定。当日13：30～退院時療養検討会あり。

· 1/17　外来　院長診察あり

· 2/11　外来　猪股先生　診察なし

＜情報提供＞

大久保　律子様～12月末、担当医の変更を希望され受診。昼食後薬は外出などにて服用できない事が

あるとの事で、服薬調整を行なっている。その後もイライラ感は持続し、担当医の

変更と服薬内容を元に戻したいと希望あり10日受診。本日も受診し状態については

落ち着いたと話す。

ハラチャック・アレン・エドウィンⅡ世様

～警察から連絡あり、昨日の午前に練炭自殺を図ったとの事。警察から情報提供希望あり、11月以降は他院へ通院しており、現在当院受診はないこと説明している。

＜当院退院者＞

野々宮　正博様～1/10東病棟より離院し退院となる。13日受診を希望し来院するが、保険証なく10

割負担になる事を説明すると受診せずに帰宅し、後日受診予定となっている。妻様と連絡が取れず、入院費の支払いも滞っている状態。妻様との関係性を確認すると共に、今後の対応について主治医からの方針も含め検討が必要。経済面についてはＰＳＷで詳細確認、医事にて滞納分の請求など介入が必要。

＜新患情報＞

小笠原　光子様（62）女性　主病名：適応障害

　　　　　　　　先月から娘様家族と同居を始めるが、お孫様の物音や家事量増加に対しストレスを

感じ、食欲低下・不眠を訴え他院より眠剤の処方を受ける。症状改善せず、当院を

受診し眠剤と抗うつ薬が処方となる。

松倉　光輝　様（88）男性　主病名：アルツハイマー型認知症

岸原病院からの紹介を受け、ケアマネージャーと受診。自身や妻様の機能低下について、役所などへ相談の電話を頻回にかける事がある。将来への不安や情緒不安定さあり、妻様に対し粗暴性や易怒性が見られる。頭部ＣＴ・心電図・胸部レントゲン検査を施行。長谷川式スケール18点で軽度認知症を認める。抗認知症薬と抗精神病薬が処方となる。

＜事例検討＞

寺地　徳和　様（60）男性　統合失調症　うみねこ幸房･訪問看護･青明舎を利用中

　　　　　　　　　　・　1/7　喪中であるが、届いた年賀はがきに返事を書いた事で弟様とケンカに

なり、弟様から暴力をふるわれ居場所がないとの事で、相談に来院される。訪問看護と青山荘スタッフが介入し、帰宅される。

　　　　　　　　　　・　弟様にお金を貸すが返金されず、日頃から暴力を受けている様子。

・　今後も相談に来られる可能性も高い。訪問看護と青明舎の役割を明確にし、介入していく。

　　　　　　　　　　・　青明舎では自宅訪問した事はなく、今後は現状で困っている事を本人へ確

認していく。

　　　　　　　　　　・　今後は本人から相談があった際には青明舎へ連絡し対応してもらう。
中川原　義雄　様（55）男性　躁鬱病　

　　　　　　　　　　・　昨日、弟様から相談の電話がある。同居の母様への暴力行為、気分高揚、

不眠があり、日中に2人だけにしておくのが不安との事。

　　　　　　　　　　・　服薬がなされているのか確認は出来おらず、採血検査の必要性あり。

　　　　　　　　　　・　以前に当院デイケア利用歴あり。昨年、他利用者への面会にとデイケアに頻繁に来所することあったが、病状悪化にて入院となっている。

　　　　　　　　　　・　本人の了解が得られた為、明日に受診し増薬予定。

　　　　　　　　　　・　今後は自宅への訪問やデイケア利用について検討していく。

＜栄養指導＞

菅野　勝利　様～栄養指導実施。

溝越　キク　様～栄養指導実施。正月に食べ過ぎたとの事。

其田　淑子　様～栄養指導実施。朝は青明舎スタッフが来てバタバタする為、バナナ1本・野菜ジュ

ース1本・牛乳1本しか朝食を摂れないと話す。また、採血では貧血と判定され、

夜食を多く摂取する事で朝は食欲が無い様子。野菜と低脂肪乳は摂取し夜食を控

え食事時間を検討するよう栄養士から説明がある。

＜外来情報＞

久保　興介　様～小さい頃にいじめられ不登校になった夢を、以前からよく見ると話す。人間関係が

苦手な点は、そこからきている事も考えられ、デイケアやうみねこ幸房を利用しな

がら改善できるのではと担当医から説明を受けている。

田名部　一樹様～前回の受診時にネオファーゲンＣが夕方処方となり、眠れるようになった事につい

て薬の影響かと質問される。薬の影響ではない事を担当医から説明を受けている。






















